
平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日
受
領

答

弁

第

一

五

一

号

内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
五
一
号

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
石
井
郁
子
君
提
出
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
確
保
と
研
究
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
石
井
郁
子
君
提
出
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
の
就
職
確
保
と
研
究
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
博
士
課
程
修
了
後
の
研
究
者
の
進
路
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
博
士
課
程
を
修
了
し
、
高
度
な
知
識
及
び
能
力
を
身
に
付
け
た
者
が
、
そ
れ
を
生
か
し
、
十
分

活
躍
で
き
る
社
会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
研
究
者
の
多
様
な
職
業
選
択
を
支
援
す
る
取
組
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
研
究
者
が
任
期
付
き

の
雇
用
形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と
し
て
の
経
験
を
積
み
、
厳
格
な
審
査
を
経
て
准
教
授
等
の
よ
り
安
定
的
な
職
を
得
る
仕

組
み
を
導
入
す
る
大
学
等
を
支
援
し
、
さ
ら
に
は
、
国
内
外
に
お
い
て
、
産
業
界
等
の
実
社
会
の
要
請
に
適
合
し
た
研
究
者

の
育
成
に
取
り
組
む
機
関
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
学
校
基
本
調
査
で
は
、
国
立
大
学
（
国
立
短
期
大
学
を
含
む
。
）
の
教
員
及
び
職
員
の
う
ち
本

務
を
持
つ
も
の
は
、
平
成
十
六
年
五
月
一
日
現
在
で
十
一
万
六
千
八
百
二
十
八
人
、
平
成
十
七
年
五
月
一
日
現
在
で
十
一
万

七
千
七
百
九
十
一
人
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
現
在
で
十
一
万
八
千
二
百
五
十
三
人
、
平
成
十
九
年
五
月
一
日
現
在
で
十
二

万
千
百
九
十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
国
立
大
学
法
人
へ
の
運
営
費
交
付
金
の
交
付
に
関
し
て
は
、
業
務
効
率
化
へ
の
取
組
を
求
め
つ

つ
、
各
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
大
学
法
人
の
人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

七
に
つ
い
て

二



政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
機
会
を
と
ら
え
て
、
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
に
対
し
、
各
企
業
に
お
け
る

博
士
課
程
修
了
者
の
採
用
の
促
進
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
に
関
し
て
大
学
と
産
業
界
が
意
見
交
換
す
る
場
に
お

い
て
も
同
様
に
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
よ
る
直
接
的
な
成
果
を
具
体
的
な
人
数
で
示
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
博
士
課
程
修
了
者
が
、
教
員
や
公
務
員
も
含
め
社
会
の
多
様
な
場
で
活
躍
す
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
、
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

八
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、
三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
研
究
者
が
任
期
付
き
の
雇
用
形
態
で
自
立
し
た
研
究
者
と

し
て
の
経
験
を
積
み
、
厳
格
な
審
査
を
経
て
准
教
授
等
の
よ
り
安
定
的
な
職
を
得
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
大
学
等
を
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
に
は
、
北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
筑
波
大
学
、
東
京
大
学
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
長

岡
技
術
科
学
大
学
、
金
沢
大
学
、
信
州
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
、
長
崎
大
学
、
熊
本
大

三



学
、
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
及
び
早
稲
田
大
学
の
二
十
一
大
学
、
約
二
百
五
十
名
の
研
究
者
が
、
そ
の
支
援
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
も
、
新
た
に
九
大
学
を
支
援
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
大
学
等
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
に
は

三
百
七
十
名
以
上
の
研
究
者
が
産
業
界
等
に
就
職
し
て
お
り
、
当
該
研
究
者
が
就
職
先
の
企
業
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
事
業
は
、
人
文
・
社
会
科
学
を
含
め
た
科
学
技
術
に
携
わ
る
人
材
を
対
象
と
し
た
モ

デ
ル
事
業
と
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
は
大
学
等
に
お
い
て
御
指
摘
の
事
業
で
得
ら
れ
た
知
見
を
生
か
し
て
、
人
文
・
社
会

科
学
の
研
究
者
に
よ
る
多
様
な
職
業
選
択
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
を
含
め
た
多
様
な
取
組
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
当
該
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
る
大
学
等
が
、
そ
の
取
組
に
係
る
情
報
を

他
の
大
学
等
と
共
有
す
る
場
を
提
供
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
な
い
大
学
等
に
お
い

て
も
、
研
究
者
に
よ
る
多
様
な
職
業
選
択
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

四



十
に
つ
い
て

大
学
の
非
常
勤
講
師
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
設
置
者
が
、
労
働
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
当
該
非
常
勤
講
師
の
業

務
内
容
等
に
応
じ
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
が
非
常
勤
講
師
の
給
与
の
目
安
を
示
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

大
学
の
教
員
総
数
に
占
め
る
本
務
を
持
た
な
い
非
常
勤
講
師
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
三
年
に
一
度

実
施
し
て
い
る
学
校
教
員
統
計
調
査
に
お
い
て
集
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
当
該
割
合
は
十
九
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
専
任
教
員
と
し
て
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
の
自
主
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
大
学
院
の
定
員
制
度
の
柔
軟
化
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十

五



五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
が
平
成
十
六
年
十
月
に
定
め
た
「
国
立

大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
各
年
度
終
了
時
の
評
価
に
係
る
実
施
要
領
」
に
お
い
て
は
、
各
国
立
大
学
法
人

が
行
う
べ
き
業
務
を
十
分
に
行
っ
た
か
ど
う
か
を
測
る
基
本
的
な
指
標
の
一
つ
と
し
て
収
容
定
員
の
充
足
状
況
を
挙
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
当
該
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
国
立
大
学
法
人
の
評
価
を
適
切
に
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
年
七
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
経
済
協
力
開
発
機
構
の
加

盟
国
に
お
け
る
公
財
政
支
出
の
状
況
等
を
参
考
の
一
つ
と
し
つ
つ
、
必
要
な
教
育
予
算
に
つ
い
て
財
源
を
措
置
し
、
特
に
高

等
教
育
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
環
境
の
実
現
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
教
育
投
資
を
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六


